
第 65回 全日本教職員バドミントン選手権大会のご案内 
                           福岡県教職員バドミントン連盟事務局    

田川科学技術高校（重藤義和）  
標記大会は、令和８年８月４日（火）～８日（土）に大阪府枚方市、大東市、四條畷市で開催が予定

されています。参加を希望される場合は以下の申込要領に従って事務局までお申込みください。 

なお、手続きの都合から５月 25 日(月)までに申込みを完了してください 

【申込要領】 

（１） 以下の注意事項を確認してください。 

①大会要項の参加資格（日本教職員バドミントン連盟会員資格）に該当している。 

学校部活動の外部コーチ等については「学校長が認める場合」です。 

確認のうえ申込みをしてください。（別紙 部活動指導員・教育委員会職員 在職確認書） 
郵送先 〒825-0005 福岡県田川市糒 1900 番地 

福岡県教職員バドミントン連盟事務局 重藤義和 宛 
②本年度（公財）日本バドミントン協会の選手登録が完了している。 
③福岡県教職員バドミントン連盟の会員である。 

この大会の申込みと同時に加入手続きをさせていただきます。
 
 

（２） Web での申込を行う。 
https://forms.gle/oWj4H79BtvSS5Gvd7  

わからない場合は shigedou@Ņu.ed.jp  

   重藤義和：携帯（０９０－９５７４－４５９０） 
（３）大会参加料および連盟登録費を振り込む。（別紙 1 参照）  

振込先 西日本シティ銀行 東田川支店 （普通）３１１５６１０ 

                        福岡県教職員バドミントン連盟 会計 重藤 義和 

金 額  団体戦・個人戦１種目の場合 11,100 円 個人戦１種目の場合  9,100 円 

   団体戦・個人戦２種目の場合 16,100 円 個人戦２種目の場合 14,100 円 

団体戦のみの場合       6,100 円 

【注意事項】  
（１）この大会に出場する場合は大会要項「18.服装」にあるウェアの着用が必要です。事務局では準

備できませんので、各自でご準備ください。※背面は県名「福岡」のみ  
（２）開催地への問い合わせは県教職員連盟を通しての問い合わせとなります。  

事務局まで重藤 義和： 携帯（０９０－９５７４－４５９０） にてお尋ねください。 
（３）団体戦は２チームまで福岡県バドミントン協会より参加費の補助があります。   

３チーム以上の場合は団体戦参加者全員で割り勘とします。  
（４）ダブルスはペアの参加申込書も提出してください。  

※事務局でのペア探しは、申込期限が迫っているので原則できません。  
（５）宿泊については各自で手配してください。大会本部からの宿泊要項が必要な場合は、申込時にそ

の旨お知らせください。  
【派遣審判員として参加を希望される方へ】  

標記大会について、 全国派遣審判員として参加を計画されている方は、５月 25 日までに 

重藤宛に下記の必要項目をお知らせください。  
 必須項目  氏名（ふりがな）  勤務先または自宅の住所および連絡先（携帯電話等） 

審判資格（１級が望ましい） 宿泊を大会事務局にお願いする場合は宿泊日（４泊まで） 

ウェアサイズ（ユニセックスサイズ）  



別紙１

全日本教職員バドミントン選手権大会　参加料内訳

福岡県教職員連盟　登録費※1 1,000

全日本教職員連盟　登録費 2,000

全日本教職員連盟　表彰積立金 1,000

全日本教職員連盟　保険料 100

全日本教職員連盟　団体戦※２ 2,000

全日本教職員連盟　個人戦（複） 5,000

全日本教職員連盟　個人戦（単） 5,000

合　計 16,100

※1　福岡県教職員連盟主催の春季大会参加予定の方も徴収。

※2　福岡県バドミントン協会より補助金あり。

ハイパーエイジ2チーム出場の場合は、追加2000円を団体戦試合当日回収。

※　参加種目によって、合計金額が異なります。

項　目 費用



各都道府県教職員バドミントン連盟  
事務局各位  

                                                                   2026(令和 8)年 4 月 20 日 

全日本教職員バドミントン選手権大会参加資格について 
～ コーチ・教育委員会職員の参加資格の明確化について ～ 

 
 全日本教職員バドミントン選手権大会の参加資格については、既に広く案内しているとおりでありま
すが、参加者は「教職員」という専門性のある職種に限定した大会であるため、その職に該当する方以
外のエントリーは許可できません。しかしながら、大会にその職に該当するか疑問視される方の参加が
見受けられるという報告が、ここ数年本連盟事務局に届いております。そこで、大会参加申込者に疑念
を持たれないようにするため、大会申込みに関しては、次のように大会参加申込書の一部改訂と、学校
長より委嘱された部活動指導員(都道府県ごとにインストラクター等の呼称も可)、または教育委員会所
属の職員として在職していることを明確化するよう、確認書の提出を義務付けることにいたしました。各都
道府県連盟事務局におかれましては、会員の皆様に周知徹底していただき、遺漏なきように書類の提出をお
願いいたします。 
 なお、「部活動指導員」(従来「コーチ」と呼称)については、次の定義にあてはまる方は、平成 27 年度本
連盟総会(開催地:奈良県 8 月 10 日)において、参加資格を有する者として確認されているとともに、平成 29
年度より学校教育法施行規則が改正され、「部活動指導員」が学校の職のひとつとして規定されています。 
 
［参加可能の「コーチ」・職員の定義］ 

  参加資格者としての 「コーチ」とは、学校教育法第 1 条、124 条、134 条に常勤しているもの、または、
その年度初めから任用され、かつ、所属の学校長より委嘱された部活動指導員(呼称に関しては、コーチ・
インストラクターなど、各都道府県教育委員会が用いる名称であれば可)をさす。 

  したがって、保護者からの委託(部費等による雇用)や、一時的でボランティア的な臨時コーチ ・外部コー
チ等は参加資格を有しない。 

  「職員」とは、教育にかかわる職員として、各都道府県または市町の教育委員会所属の職員を指し、 
公職であっても他の部局の職員は該当しない。 

 
［参加者確認の対応］ 

①  大会参加申込書(ファィル名: 26 kojintoroku taikai moushikomisho)の入力欄を修正し、シート名「個
人登録名簿および大会参加選手名簿」の表中の学校名の右に、教員欄、指導員欄、職員欄を設けていま
す。《下図参照》 

 ② 指導員欄、または職員欄に○をつけた申込者については、各都道府県教職員連盟事務局において、学校
長から委嘱された部活動指導員(インストラクター等)か、または、教育委員会所属の職員かを判断する
ため、部活動指導員については、学校長からの委嘱状または学校との契約書の提出を必要とし、教育委
員会職員については、別紙の「教育委員会職員 在職確認書」に所属長の押印がある書面を提出してもら
い、受領を確認した上で申し込みをしてください。 

 ③ この委嘱状(契約書)または在職確認書の書面については、参加申込書ファイルを大会事務局と教職員連
盟事務局に提出する際、申込書の提出と同時に、該当する方の委嘱状(契約書)または「教育委員会職員 
在職確認書」を pdf 化したファィルを送付してください。提出がないもの、書類が不備なものについて
は参加を認めません。 

   事情により、委嘱状(契約書)または在職証明書の提出が申込締切日より遅れる場合、その旨を各事務
局は日本教職員連盟事務局へ連絡し、組合せ会議日前日までに送付・提出してください。提出が本部で
確認されない場合は、参加が認められませんので注意してください。 



 ④ ③の書面が虚偽であった場合、または、書面を提出しないで参加が発覚した場合には、今後、当該選手
の参加を認めません。さらに、試合終了後の総合得点の記録から当該選手の参加得点・勝利加点を減じ
無効とします。 

 
(参考) 大会参加申込書のファイル(26 kojintoroku taikai moushikomisho)の抜粋 

 

参考資料 

1. 会員・大会参加資格の確認 
○ 教職員連盟規約から 
 第 ５ 条（資 格） 
   １．本連盟の会員は、（公財）日本バドミントン協会会員であって下記に該当する者とする。 
   （１）学校教育法第１条に規定する学校（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、 
      特別支援学校、大学及び高等専門学校とする）、または学校教育法第十一章、第百二十四条 
      に規定する専修学校※1、または第十二章 第百三十四条に規定する各種学校※2 に在職し、 
      教育の任に当たっている教授、准教授、教諭、講師（非常勤も含む）、助教、助手、および 
      上記の学校に現に在職する職員※3、または就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な 

提供の推進に関する法律第二条６に規定する「幼保連携型認定こども園」、「幼稚園型認定こども園」 
の保育教諭、並びに各地区教育委員会の職員（非常勤も含む）とする。 

       (２)以下略 

   ［注釈］ 
   ※1 校名に「専修学校」、「高等専修学校」、「専門学校」、「大学校参照」の名称がつけられる。 
    専門学校(主に高卒者対象の専門課程を置く専修学校)、高等専門学校(中卒者以上対象の高等 
    課程を置く専修学校)、専修学校(入学資格を定めない教養を高める専修学校)のいずれも文部 
    科学省の定める学校教育法第 124 条に該当する。 
   ※２ 学校教育法に規定する専修学校の教育を行うものでない教育施設 
    各種学校の具体例として、和洋裁・簿記・珠算・自動車整備・調理・栄養・看護師・保健師・ 
    理美容・タイプ・英会話・工業などの教育施設をいう。インターナショナルスクールや朝鮮 
    学校などの外国人学校も含まれる。 
      ※3 別途定義した部活指導員(コーチ)はこれに該当する。 

なお、児童福祉法によるこども家庭庁が管轄する「児童福祉施設」としての保育所（認可保育所） 
や都道府県知事等の認可を受けていない認可外保育所の職員は、これにあたらない。 

○ 大会要項から 
 12．参 加 資 格  
  １）日本教職員バドミントン連盟会員であること。 
   「各都道府県を通じて(公財)日本バドミントン協会に登録した者で、大会申込期日までに日本教職員 
    バドミントン連盟に加盟した者」 



全日本教職員バドミントン選手権大会事務局 殿 

                                     年   月   日 

部活動指導員・教育委員会職員 在職確認書 

 私は下に示す教育機関の学校⾧より委嘱された部活動指導員(インストラクター等)として、または、

教育委員会職員として勤務していますので、全日本教職員バドミントン選手権大会への参加資格の確認

をお願いします。 

 

氏  名  

   住  所  

   生年月日          年    月    日 

 
  日本教職員バドミントン連盟 規約 

   第 5 条（資格） 
   １．本連盟の会員は、（公財）日本バドミントン協会会員であって下記に該当する者とする。 
   （１）学校教育法第１条に規定する学校（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、 
    大学及び高等専門学校とする）、または学校教育法第十一章、第百二十四条に規定する専修学校、または 
    第十二章 第百三十四条に規定する各種学校に在職し、教育の任に当たっている教授、准教授、教諭、講師 
   （非常勤も含む）、助教、助手、および上記の学校に現に在職する職員、並びに各地区教育委員会の職員 
   （非常勤も含む）とする。 

 
 
［学校(所属)記入欄］ 

次のものは、本校が委嘱した部活動指導員(または教育委員会職員)として勤務していることを証明する。 

                                 年   月   日 

   職 員 氏 名                                                    

      職  種                              

   学 校(教育委員会)名                          

   学 校(所属)電話番号       ―      ―           

       【次の＊のいずれかを記入】 
＊部活動指導員の場合   ： 委嘱期間      年  月  日 ～    年  月   日 

    ＊教育委員会所属の場合 ：  部署名                    
 

   学 校 ⾧ ( 所 属 ⾧ ) 名                           公印 
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第６５回 全日本教職員バドミントン選手権大会要項 

 

１．主 催   公益財団法人日本バドミントン協会 日本教職員バドミントン連盟 

 

２．主 管   大阪府バドミントン協会 大阪府教職員バドミントン連盟 

 

３．後 援   スポーツ庁 大阪府 大阪府教育委員会 公益財団法人大阪府スポーツ協会  

枚方市 枚方市教育委員会 四條畷市 四條畷市教育委員会 大東市 大東市教育委員会 

 

４．期 日   ２０２６年（令和８年）８月４日(火)～８月８日(土) 

・研  修  会 令和８年８月４日（火）午後1時30分～ 

・代 表 者 会 議 令和８年８月４日（火）午後3時00分～ 

・総   会 令和８年８月４日（火）午後4時00分～ 

・開 会 式 令和８年８月４日（火）午後5時00分～ 

             会場 ホテルモントレ ラ・スール大阪 

                     〒540-0001 大阪府大阪市中央区城見2丁目2番22号 TEL:06-6944-7111 

５．開 催 地  大阪府枚方市、大東市、四條畷市 

 

６．競技会場  ２０２６年（令和８年）８月５日(水)～８月８日(土) 

            KTM河本工業総合体育館（枚方市立総合体育館） 

    〒573-0004 大阪府枚方市中宮大池4丁目10番1号  072-848-4800 

   大東市立市民体育館 

    〒574-0014 大阪府大東市寺川1丁目２０－２０  072-871-3201 

   サン・アリーナ25（四條畷市立市民総合体育館） 

    〒575-0055 大阪府四條畷市西中野３－６  072-862-0111 

 

７．種 目  団体戦： 男子・女子・男子成壮年・女子成壮年・ハイパーエイジの 5 種目の都道府県対抗とする。 

ただし、各都道府県からハイパーエイジは２チームまで、他の4種目は１チームとする。

なお、開催県はハイパーエイジ以外の他の4種目について1チーム追加することができる。

申し込み数が3チームに満たない種目は実施しない。 

   個人戦： 一般の部（男子・女子の各単複） 

   年齢別の部 

 （男子16種目 30歳以上･40歳以上･50歳以上･55歳以上･60歳以上･65歳以上･70歳以上･75歳以上の各単複） 

   （女子12種目 30歳以上･40歳以上･50歳以上･55歳以上･60歳以上･65歳以上の各単複） 

なお、上記種目の内、男子75歳以上・女子65歳以上単複はエキシビションとする。 

また、都道府県からの参加制限は行わない。申し込み数が3名（3組）に満たない種目は実施しない。 
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 ８．団体構成  （１）男子・女子の１チームは、監督・コーチ・マネージャー各1名、選手５～７名とする。 

（２）男子成壮年・女子成壮年・ハイパーエイジ(男子)は、監督・コーチ・マネージャー各1名、選

手６～９名とする。ハイパーエイジ(男子)の選手名簿に年齢を記載する。 

（３）上記（１）と（２）の選手を兼ねることはできない。また、ハイパーエイジ(男子)の２チーム

に選手を兼ねることはできない。なお、監督・コーチ・マネージャーのうち、選手として出場

する者は選手人数に含める。 

（４）申込後の団体戦のメンバー変更は代表者会議において要請できるが、選手の追加並びに他の団

体種目への移動は認めない。また、変更者は所定の期日(申込締切日)までに参加資格の全項目

に該当する者に限る。   

 

９．競技規則 ２０２６年度（令和８年度）(公財)日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審判員

規程による。 

 

10．競技方法  （１）団体戦・個人戦ともトーナメントとし、3位決定戦は行わない。 

（２）男子団体・女子団体の対抗戦は、複２・単１をもって構成し、試合順序は複１→単→複２とす

る。ただし、同一対抗戦で同一選手の出場は1試合とする。 

（３）男子成壮年・女子成壮年の団体戦は、50歳以上・40歳以上・30歳以上の複３を持って構成し、

試合順序は回戦ごとに入れ替える。ただし、同一対抗戦で同一選手の出場は1試合とする。 

                １回戦は、50歳以上―40歳以上―30歳以上の順 

                ２回戦は、40歳以上―30歳以上―50歳以上の順 

                ３回戦は、30歳以上―50歳以上―40歳以上の順 

             以下順次繰り上げて行う。 

（４）ハイパーエイジの団体戦は、ペアの合計 100 歳以上・110 歳以上・120 歳以上の複３をもって

構成し、試合順序は回戦ごとに入れ替える。ただし、同一対抗戦で同一選手の出場は1試合と

する。 

                １回戦は、120歳以上―110歳以上―100歳以上の順 

                ２回戦は、110歳以上―100歳以上―120歳以上の順 

３回戦は、100歳以上―120歳以上―110歳以上の順 以下、順次繰り上げ 

   （５）団体戦は初回戦のみ３試合を行うが、その後はすべて２試合先取で打ち切りとする。 

      ※ 勝敗決定後はオーダーメンバーチェンジを認める。 

 

11．使用用具・用器具  (公財)日本バドミントン協会検定・審査合格用具・用器具及び２０２６年度（令和8年度）第１

種検定合格シャトルを使用する。 

 

12．参加資格  （１）日本教職員バドミントン連盟会員であること。 

及び       「各都道府県を通じて(公財)日本バドミントン協会に登録した者で、大会申込期日までに 

参加制限      日本教職員バドミントン連盟に加盟した者」 

           （２）年齢制限は、令和８年４月１日における満年齢をもってする。 
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           （３）個人戦の複のペアは、同一都道府県であること。 

（４）個人戦の複のペアについて、若い年代の選手に合わせた種目に出場すること。 

（５）他連盟での活動経験者も、上記に該当する者は出場できる。 

ただし、参加資格を部活動指導員とするものの中で、実業団連盟（チーム）に所属または 

登録している者は、 個人戦一般の部(男子・女子の各単複)に限り参加することはできな 

い。 

         （６）部活動指導員として参加資格を有する場合は、その職に任じられた委嘱状または契約書の写

しを提出すること。また、教育委員会職員として参加資格を有する場合は、所定の確認書を

提出すること。 

         （７）参加資格の虚偽申請等、上記に違反した場合には、判明した時点でそのプレーヤーを失格とす

る。 

13. 組み合せ    本会が指名したレフェリーもしくは、デピュティーレフェリーの指示の下、（別に定める組合せ基

準により）主管団体役員との間で厳正に執り行う。 組合せ会議日程、２０２６年（令和８年）

６月２７日（土）に四條畷学園高等学校で行う。 

14．参 加 料  （１）団体1チーム35,000円（内5,000円は派遣審判費用に充当する） 

個人1人1種目5,000円（内1,000円は派遣審判費用に充当する）とする。  

（２）日本教職員バドミントン連盟表彰規程により、表彰積立金として1人1,000円を申込と同時に

納入すること。  

（３）保険料として1人100円を申込と同時に納入すること。 

15．申込締切   ２０２６年（令和８年）６月１１日（木）までとし、[正]・[副]それぞれ下記宛先に必着のこと。 

 

16．申 込 先   

正 

正式文書 

電子メール 

(Excel･PDF） 

〒272-0822 千葉県市川市宮久保3-3-22   前田 正志 気付 

日本教職員バドミントン連盟事務局  

E-Mail maeda@nakamura.ed.jp 

控 正式文書 各都道府県バドミントン協会 

副 

正式文書 

電子メール 

(Excel･PDF） 

〒574-0001 

大阪府大東市学園町６番４５号 四條畷学園高等学校 中村康正 

E-Mail teacher1962.osaka@gmail.com 

 

17．申込方法  （１）所定の申込データにて都道府県協会ごとに一括し、電子メールにて送付する（Excel） 

ただし、電子メールで送れない場合は定形郵送でも可とする。 

 注意1：個人種目の申込用紙の記入は、選手の都道府県ランキング順にする。 

 注意2：申込用紙は各種目別1部を送付する。必要事項記入後、必要枚数を複写し、 

   [正]・[副]・[控]欄に○で囲み、申し込むこと。 

 注意3：Excel形式と共に、都道府県協会長印のあるものをPDF化したデータも送付する。 

（２）「教育委員会 在職確認書」を提出する場合は、所属長印のあるものを各都道府県連盟に提出す 

 る。その文書を都道府県連盟がPDF化し、「正」・「副」に電子メールにて送付する。 
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（３）部活等指導員の参加資格の方は、委嘱状または契約書を各都道府県連盟に提出する。 

 その書面を都道府県連盟がPDF化し、「正」・「副」に電子メールにて送付する。 

（４）下記の振込先に「参加料」「表彰積立金」「保険料」を一括して振り込み、申し込みの際に振り 

 込み用紙の写しを添付する。 

振込先 

三井住友銀行（金融機関コード：0009） 

 四条畷（シジョウナワテ）支店（支店コード：758） 

 普通口座 口座番号：6745523 

 中村康正（ナカムラヤスマサ） 

18．着   衣  （１）競技用ウエアについては、(公財)日本バドミントン協会審査合格品とする。 

（２）プレーヤーの着衣上の表示に関する取り決めについては、（公財）日本バドミントン協会大会運

営規程第２４条による。 

19．表 彰  （１）各種目優勝者に優勝杯（持ち回り）、賞状、(公財)日本バドミントン協会金メダル、副賞を授与

する。 

   （２）各種目２位・３位には賞状・（公財）日本バドミントン協会メダルを授与する。 

           （３）総合優勝制度により、本大会において優秀な成績をあげた都道府県を表彰する。 

              １位に、文部科学大臣杯（持ち回り）・および 楯（持ち回り）・賞状を授与する。 

               ２位から４位に楯（持ち回り）・賞状を授与する。５位から10位に賞状を授与する。 

 

20．レセプション    日 時    ２０２６年（令和８年）８月４日（火） 

    会 場   ホテルモントレ ラ・スール大阪 

                〒540-0001 大阪府大阪市中央区城見2丁目2番22号 TEL:06-6944-7111 

 

21．大会事務局 

〒574-0001 

大阪府大東市学園町６番４５号 四條畷学園高等学校 中村康正 

E-Mail teacher1962.osaka@gmail.com 

 

22．宿 泊    別紙宿泊要項による。 

 

23．備 考  （１）本大会の成績に基づき作成されるランキング中、個人戦一般の部各種目２位以内にランクされ 

   た者には、令和８年度全日本総合バドミントン選手権大会への出場権が与えられる。 

 また、３位にランクされた者には、同大会の予選への出場権が与えられる。 

（２）本大会の詳細やお知らせ(諸事情による中止するなどの場合を含め)・速報等を、下記ホーム 

ページに随時掲載します。 

 

           日本教職員バドミントン連盟ホームページ 

 http://www.jef-badminton.jp/ 
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（３）大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的に利

用することはありません。 

（４）申込後、出場を取り消されても参加料は返金しません。また、申込みに不備があった場合も参加

を取り消しますので返金できない場合があります。 

（５）組合せ会議後に棄権する場合は、所定の棄権届を大会事務局に提出すること。 

（６）本大会は一般の種目の準決勝、決勝の試合を除き、敗者審判制(線審のみ)を導入する場合があり

ます。 

（７）本大会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象大会です。 

  (８) 病気、事故に備えて、各自健康保険証を持参してください。競技中の怪我等の応急処置は主催者

（主管者）で行いますが、その他は各自の責任とします。害保険は（公財）日本バドミントン協

会で加入していますので、必要のある方は、日本協会ホームページの１種大会バドミントン事

故報告書をご覧ください。   

（９） 開催地のごみの分別方法に従い、分別収集に協力してください。 

(10）宿泊先(ホテル等)では、節水・節電に努めましょう。 

  （11）マイ歯ブラシ、マイバッグ並びにマイボトルを持参しましょう。 

以上 



回 開催地 回 開催地

1 1962 S37 東京都文京区 34 1995 H 7 鳥取県米子市

2 1963 S38 群馬県桐生市 35 1996 H 8 千葉県千葉市

3 1964 S39 三重県伊勢市 36 1997 H 9 和歌山県新宮市

4 1965 S40 大分県日田市 37 1998 H 10 愛媛県松山市

5 1966 S41 北海道札幌市 38 1999 H 11 青森県青森市

6 1967 S42 富山県高岡市 39 2000 H 12 三重県伊勢市

7 1968 S43 大阪府大阪市 40 2001 H 13 福岡県北九州市

8 1969 S44 埼玉県上尾市 41 2002 H 14 山梨県甲府市

9 1970 S45 岐阜県岐阜市 42 2003 H 15 宮崎県宮崎市

10 1971 S46 岡山県岡山市 43 2004 H 16 島根県三刀屋町

11 1972 S47 秋田県秋田市 44 2005 H 17 栃木県宇都宮市

12 1973 S48 滋賀県大津市 45 2006 H 18 京都府長岡京市

13 1974 S49 熊本県熊本市 46 2007 H 19 長崎県大村市

14 1975 S50 栃木県小山市 47 2008 H 20 茨城県土浦市

15 1976 S51 東京都世田谷区 48 2009 H 21 兵庫県神戸市

16 1977 S52 山口県下関市 49 2010 H 22 鹿児島県薩摩川内市

17 1978 S53 宮城県仙台市 50 2011 H 23 愛媛県松山市

18 1979 S54 福岡県北九州市 51 2012 H 24 長野県長野市

19 1980 S55 石川県金沢市 52 2013 H 25 宮崎県宮崎市

20 1981 S56 福島県郡山市 53 2014 H 26 東京都葛飾区

21 1982 S57 佐賀県嬉野市 54 2015 H 27 奈良県田原本町

22 1983 S58 静岡県沼津市 55 2016 H 28 鳥取県鳥取市

23 1984 S59 青森県弘前市 56 2017 H 29 福島県郡山市

24 1985 S60 福井県福井市 57 2018 H 30 愛知県一宮市

25 1986 S61 広島県広島市 58 2019 Ｒ元 長崎県長崎市

26 1987 S62 北海道苫小牧市 59 2020 Ｒ２ 高知県南国市 中止

27 1988 S63 奈良県奈良市 60 2021 Ｒ３ 新潟県新潟市 中止

28 1989 H 1 香川県坂出市 61 2022 Ｒ４ 愛媛県松山市

29 1990 H 2 岩手県盛岡市 62 2023 Ｒ５ 北海道札幌市

30 1991 H 3 愛知県豊橋市 63 2024 Ｒ６ 熊本県玉名市･山鹿市

31 1992 H 4 熊本県熊本市 64 2025 Ｒ７ 岡山県岡山市

32 1993 H 5 神奈川県平塚市 65 2026 Ｒ８ 大阪府枚方市･大東市･四條畷市

33 1994 H 6 石川県金沢市 66 2027 Ｒ９

都道

府県 氏名 出場回数

全日本教職員バドミントン選手権大会開催地

出場回数確認用紙

開催年度 開催年度

提出する必要はありません。確認をする資料としてお使いください。


